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株式会社紀陽銀行（頭取：松岡 靖之）は、平成２９年１２月２１日（木）、和歌山労働局（局長：松

淵 厚樹）と「働き方改革推進のための包括連携に関する協定」を締結しましたので、下記のとおりお

知らせいたします。 

当行は、平成２７年１月に「ダイバ－シティ推進室」を設立し、「従業員一人ひとりの個性を尊重し

積極的に活用すること」および「従業員の働きがいを高め、ひいては企業価値の向上に結びつけること」

を目的に一歩ずつ働き方改革への取り組みを進めております。 

 本協定の締結により、双方が密接に連携しながら「和歌山県内の働き方改革」を推進し、地域全体の

発展をめざしてまいります。 

記 

１．連携先 

  和歌山労働局 

 

２．連携事項 

（１）労働者の良好な職場環境の実現、ワ－ク・ライフ・バランスの推進 

その他の働き方改革に関すること。 

（２）雇用の促進および安定に関すること。 

（３）人材育成に関すること。 

（４）多様な働き方に関すること。 

（５）労働生産性の向上に関すること。 

（６）和歌山労働局の施策の広報に関すること。 

（７）その他本協定の目的に沿うこと。 

 
和歌山労働局との「働き方改革推進のための 

包括連携に関する協定」締結について 



紀陽銀行の「働き方改革」への取り組み

○原則毎週水曜日を「ワ－ク・ライフ・バランス・デ－」とし、所定就業時間前の終業を励行

○時差勤務制度を開始し、お客さま・従業員のニ－ズに対応

○中途退職者が正行員として復帰できるよう再雇用制度を見直し、新たに「ウェルカムバック

　制度」を創設

○朝型勤務や在宅勤務の試行(本部のみ)による、より柔軟な働き方への取り組み

○業務効率化提案制度(行員から年間約600件の提案)による効率化への取り組み

○業務ＢＰＲの継続的な実施によるさらなる効率化への取り組み

　

○パソコン自動ログオフや退行時間宣言カ－ドによる「時間あたり生産性」の意識を醸成

○時間あたりの生産性を重視した評価への取り組み

従業員の健康・
満足度の向上

勤務体系の柔軟化

業務効率化への取り組み

意識・行動改革

以　上

働き方改革への取り組み

多様な働き方
(ダイバ－シティ)

         両立支援
(ワ－ク・ライフ・バランス)

生産性の向上

主な取り組み
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